
船舶事故調査報告書 

令和７年８月２７日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 転覆 

発生日時 令和７年１月２０日 １５時００分頃 

発生場所 静岡県御前崎市御前埼南方沖 

 御前埼灯台から真方位１８０°３.２海里付近 

 （概位 北緯３４°３２.５′ 東経１３８°１３.５′） 

事故の概要  プレジャーボートRENA
レ ナ

Ⅲは、航行中、転覆した。 

事故調査の経過 令和７年２月４日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート RENAⅢ、５トン未満（長さ６.５８ｍ） 

２３０－２０７５５千葉、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型 

 負傷者 軽傷 １人（船長） 

 損傷 沈没（全損） 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 ほとんどなし、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、回航の目的で、三重県四日市市の

係留場所に向けて、事故の２日前、千葉県市川市真間
ま ま

川の係留場所を

出航した。 

 本船は、静岡県牧之原市所在のマリーナ（以下「本件マリーナ」と

いう。）で補給をした後、御前埼南方沖を約１５ノット（kn）の速力

（対地速力、以下同じ。）で航行中、徐々に速力が低下し始めた。 

 船長は、船首部甲板下の居住区を覗
のぞ

いたところ、右舷船首部外板の

亀裂から海水が船内に噴き出していることを認め、ビルジポンプを使

用して排水したものの、主機が停止したので、１１８番通報した。 

 本船は、右舷船首部外板の亀裂から海水が船内に滞留し、右舷船首

部から徐々に沈んで右舷側に転覆し、その後、沈没した。また、本船

は引き揚げられなかった。 

 船長は、転覆した本船の船底に掴
つか

まっていたところ、来援した監視

取締艇に救助された後、病院に搬送され、医師から低体温症と診断さ

れた。 

 本船は、本事故の２日前、神奈川県三浦市沖を夜間に航行していた

際、右舷船首部外板に何かが当たったような衝撃を受けたので、船長

が、本船の周囲を見たが、真っ暗で何も見えず確認できなかった。 

 船長は、約１５kn の速力で航行すると船首部が上がり、損傷箇所が

海面上に出て海水が船内に流入することがないと思い、そのまま操船

を続け、本件マリーナに入港した。 



 船長は、本件マリーナで右舷船首部外板の亀裂から海水が船内に流

入しているところを見たが、船首部を上げて航行すれば大丈夫と思

い、修理せずに本船を本件マリーナから出航させた。本船の船質はＦ

ＲＰであった。 

 船長は、救命胴衣を着用していた。 

分析  本船は、右舷船首部外板の亀裂から海水が船内に流入している中、

船長が船首部を上げて航行すれば大丈夫と思って出航したことから、

右舷船首部の亀裂から海水が流入し続けて船内に滞留し、右舷側に傾

斜して転覆したものと考えられる。 

 本船は、本事故２日前の夜間航行中、右舷船首部外板に衝撃を受け

た際に船体に損傷を生じ、その損傷箇所から海水が船内に流入した可

能性があると考えられるが、船長が衝撃後に船体調査を行わなかった

ことから、２日前の衝撃と本事故との関連を明らかにすることはでき

なかった。 

原因  本事故は、本船が、右舷船首部外板の亀裂から海水が船内に流入し

ている中、船長が船首部を上げて航行すれば大丈夫と思って出航した

ため、右舷船首部の亀裂から海水が流入し続けて船内に滞留し、右舷

側に傾斜して転覆したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、船体に損傷を認めた場合、修理してから操船すること。 

 


